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発現変化を明らかにするため、E2 や P4 を投与
したマウスの子宮におけるTGF-βsのmRNA発
現を Real-Time PCR によって解析した。次に、
子宮内膜間質細胞特異的なTGF-βsのmRNA発
現変化を明らかにするため、培養した間質細胞





加したのは TGF-β1 と TGF-β2 であった。さら
に TGF-β2 の mRNA は、培養した子宮内膜間
質細胞においてもホルモン投与により増加し
た。両実験における TGF-β2 の mRNA は E2 単
独投与、E2 及び P4 投与により有意に増加し、
E2 単独投与のとき最も増加した。 
［考察］本実験から、E2 や P4 による子宮内膜
細胞の増殖制御を担う因子はTGF-β2である可
能性が強く示された。先行研究より、子宮内膜
間質細胞の増殖は E2 と P4 によって促進され
るが、E2 のみによっては促進されない。しか
しながら本実験において、子宮内膜間質細胞の
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キットと HPLC-ECD を用いて測定した。 
【結果と考察】ヒスタミン点鼻量の検討の結


































管を細切し、各種酵素（1 mg/ml collagenase、1 
mg/ml hyaluronidase、1 mg/ml trypsin、5 µg/ml 
DNase）処理を行った。得られた細胞懸濁液を







液での処理後、異なる濃度勾配 (A  20% / 28% 
/ 40% の 3段階 : B 、20% / 28% / 30% / 40% の
4段階) を用いたPercoll法が生存精原細胞の採
取効率に及ぼす影響について検討した。精原細
胞の生存は Trypan Blue 染色により評価した。








(P<0.05)。実験２：Percoll の濃度勾配 A 法の
28/40%分画から 2.48±0.80×103 cells/ml、B 法の
28/30%分画および 30/40%分画からそれぞれ
3.82±0.64 × 103 cells/ml および 1.78±0.62×103 
cells/ml の生存精原細胞を回収することができ






濃縮分離後には B 法の 28/30% 分画で




















径 3-6 mm の中卵胞（MF）由来卵丘細胞-卵
母細胞複合体（COCs）が用いられる。しか




















MF および SF から採取した COCs を実験に
使用した。GV 期卵母細胞は採卵直後のもの




























以上の結果から、MF 由来卵母細胞と SF 由
来卵母細胞のミトコンドリア細胞内局在には
大きな隔たりがあることが明らかになった。ま


















































































































































平成28年 12月 9日(金)午後1時 30分から

































           本研究会 HP より引用 
上段左より 国枝会長、森田先生、宝田先生、 













































質ロイテリンの in vivo 検出 1） 
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 生体の MSC を理解するには、MSC にて決定
的に必須な因子を人為的に個体レベルで操作
する技術が必要である。私達は、MSC での骨











析結果から、Prx1 と Sca1 が共陽性な MSC が
最も幹細胞性の高い MSC であり、まず Sca1















































い た 。 マ ウ ス で は 歩 行 失 調 rolling 




調 shambling,shm 、 多 指 症 polydactyly 
Nagoya,Pdn、内耳異常 cosa、被毛異常 rough  
fur,ruf等々、ラットでは尾奇形tail anomaly 
lethal,Talや歩行失調dilute opisthotonus, 
dop、スンクスでは巻き毛 curly hair,ch、ア 
ルビノ oculocutanous albinism Okinawa, 




























     平成 28 年度第１回理事会 




①研究会の開催(2 回):第 69 回例会(会員の持
ち回り会場)は 6月 26 日(金）13:00～17:30 ま
で川崎医科大学・現代医学教育博物館 2階大講
堂で大熊誠太郎先生・三上 崇徳氏のお世話で
開催された。一般講演 5 題(うち 1題は取り下
げ)、特別企画「動物実験と社会―適切な動物
実験の実施体制を考える―」、懇親会が企画さ















会報第 31 号を 4 月に発行、5 月に会員へ送
付した。 
④研究会例会の宣伝活動 













入会:10 名、退会:7名 (逝去者 2名含む) 
⑧理事会・常務理事会の開催(各 2回）理事会
(6 月 26 日、12月 11 日)、常務理事会(4 月
28 日、10 月 7 日) 
２．平成 27(2015)年度の会計収支報告 
平成 27(2015)年度(1 月 1 日～12 月 31 日)
の会計収支報告:収入の部として前年度繰越
金 477,477 円、会費（42 人 81口）81,000 円、
賛助会費(9 社)270,000 円、寄付金(三上崇徳
氏)5,472 円、郵便貯金利子 32 円、収入総額
は 833,981 円となり、一方、支出の部として、
印刷費(第 31 号会報)185,976 円、通信費
60,395 円、第 69 回例会謝金 20,000 円、補助
40,000 円、第 70 回例会補助 60,000 円、雑費
2,820 円、支出総額は 369,191 円で、残高は
464,790 円である。なお、雑費の内訳は振替
手数料(9 社)1,020 円、収入印紙(9 枚)1,800
円である。 




1 月 1 日～6月 23 日までの会計収支中間報
告は収入の部として前年度繰越金 464,790 円、
会費（13 人 15 口）15,000 円、賛助会費 2
社)60,000 円、寄付金 0円、郵便貯金利子 13
円、収入総額は 539,803 円となり、一方、支
出の部として、印刷費(第 32 号会報)0 円、通
信費 44,000 円、第 71 回例会謝金・補助 0円、
第 72 回例会謝金・補助 0円、雑費 1,712 円、
支出総額は 45,712 円で、残高は 494,091 円で
ある。なお、雑費の内訳は振替手数料(2









企画されている。第 72 回例会は 11 月下旬～
12 月中旬、岡山理科大学を会場にして開催し、
企画としては記念講演 2題、特別講演 1題、
懇親会を予定している。             
②研究会報第 32 号の発行及び第 33 号の編集 







④役員の選任(平成 29 年～30年度) 
会則第 6条(役員)、第 7条(役員の選任)、第 
9 条(役員の任期)に則って行う。  
⑤ホームページの更なる充実  会報第 32 号、 
研究会例会の案内、講演要旨などを掲載 
⑥会員の異動(1 月 1日～6月 23 日) 
入会：紅林淳一氏(川崎医科大・中央研究セン 
ター・医用生物研究ユニット) 
    竹内秀明氏(岡山大院自然科学研究科・ 
理学部生物学科・分子行動学研究室) 
    相澤清香氏(岡山大院自然科学研究科・
理学部生物学科・生体統御学分野) 
退会:吉田浩己氏(鹿児島大医第一病理学) 
     近藤康博氏(岡山大名誉教授)   
     朝田風太氏(サイトポート・インスティ 
      テュート㈱西日本オペレーション本部) 
     山本美江氏(元国立感染症研究所・獣医科 
        学部・第四室) (ご逝去)  
⑥会員の拡大 
⑦第 71 回例会の開催案内や参考資料「2015 
年度地区研究会の活動紹介」の別刷りを関係 
者へ送付した。第 72 回例会の開催案内も送付 
する計画である。 
５．平成 29（2017）年度の活動計画 
 ①研究会の開催(2回):第73回例会(会員の持   





②研究会報第 33 号の発行及び第 34 号の編集 
③例会などの宣伝活動 






      平成 28 年度第 2 回理事会  







回り会場)は 6 月 25 日(土)13:30～17:40、就
実大学図書館 5階 AV ホールで工藤季之先生・
古林呂之先生のお世話で開催された。一般講
演 5 題・特別講演 2題・懇親会が企画された。 
第 72 回例会は 12 月 9 日(金)13:30～17:40、 
加計学園 50 周年記念館ホール(岡山理科大
学)で愛甲博美先生・目加田和之先生のお世話
で開催され、特別講演 2 題、記念講演 1 題・
懇親会が企画されている。 











現  行: 8.会報の発行予定月は 9 月の年 1 
回とし、6月末日を原稿提出の締切とする。 
 改正案: 8.会報の発行予定月は 4 月の年 1
回とし、1月末日を原稿提出の締切とする。 
④会員の異動 (6 月 24 日～12月 8日)  
入会:宝田剛志氏(岡山大学大学院医歯薬学 
総合研究科・組織機能修復学分野) 
     河邊憲司氏(岡山大学大学院医歯薬学 
総合研究科・組織機能修復学分野) 
退会:河本泰生氏(元岡山大学農学部) 
  坂口 英氏(岡山大学名誉教授・元岡山 
                大学農学部)  
   清水憲二氏(岡山大学大学院医歯薬学総
合研究科・分子遺伝学分野) 
高橋正侑氏(ノートルダム清心女子大学 
名誉教授)    
   山本敏男氏(岡山大学名誉教授・元歯学 
部教授) 
   渡辺良弘氏(高塚ライフサイエンス㈱) 
⑤次期(平成 29年～30年度)役員の選任  
  次期役員の選任については下記の会則に則 
って行い、平成 28年度第 2 回拡大常務理事会 










第 6 条(役員):本会に次の役員をおく。 
 1.理事 15 名以上 25名以内(うち、会長 1 名 
         及び常務理事 若干名)   
2.監事 2名  3.評議員 若干名 




第 9 条(役員の任期):本会の役員の任期は 2 年 
とし、再選は妨げない。 
平成 29～30 年度 岡山実験動物研究会役員  
会  長 
国枝哲夫(岡山大・大学院環境生命科学研究科 
・動物遺伝学・教授） 






















































理事会 6 月 25 日(土)、12 月 9 日(金) 
常務理事会 4月27日(水、 10月26日(水) 
⑨その他 
公私立大学実験動物施設協議会 (公私動
協)の加入大学 (新規入会)(2016 年) 
  〇ノートルダム清心女子大学 8月10日付                                       
〇美作大学・美作大学短期大学部動物実験 
室  8 月 23日付 
２．平成 28(2016)年度の会計収支中間報告 
1 月 1 日～12 月 7 日までの会計収支中間報
告は収入の部として前年度繰越金 464,790 円、
会費（50 人 104 口）104,000 円、賛助会費 8




円、補助 55,000 円、第 72 回例会謝金・補助
0円、雑費 3,306 円、支出総額 307,464 円で、
残高は 501,339 円である。なお、雑費の内訳
は振替手数料(8 社)940 円、収入印紙(7
枚)1,400 円、振替用紙印字サービス 452 円、
振替受払通知票再発行料 514円である。 
３．平成 29(2017)年度の活動計画 
①研究会例会の開催(2 回）第 73 回例会(会員
持ち回り会場)は 7月 7日(金) 13:30～17:40 
まで岡山大学農学部講義室(予定)で松山 誠
先生(重井医学研究所)のお世話で開催を予定。                    
一般講演を中心として、特別講演、懇親会な
どを企画する。 






②研究会報第 33 号の発行・送付及び第 34 号の

























月 17 日(金)に加計学園 50 周年記念ホール(岡
山理科大学)で開催することになった。 




報 (65 頁) の「組織・会則」をご覧下さい。 
 
第 72 回研究会例会以降の会計報告 
 平成 28(2016)年度の会計中間報告に変化の
あった項目と金額のみを下記に示す。収入額は 
会費(53 人/115 口)115,000 円、寄付金(愛甲博
美先生・目加田和之先生)9,000 円で、収入総
額は 8,289,803 円、一方、支出額は通信費
58,008 円、第 72 回例会補助 50,000 円、雑費
8,706円(記念講演の花束代5,400円が加算)で、
支出総額は 363,704 円となり、残高は 465,099
円となった。前年度とほぼ同額を繰り越すこと
になった。 
 平成29(2017)年 1月 11日(水)に監事の先生
方によって会計監査が行われた。 
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